
 

平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度    横浜立野高等学校横浜立野高等学校横浜立野高等学校横浜立野高等学校    不祥事不祥事不祥事不祥事ゼロプログラムゼロプログラムゼロプログラムゼロプログラム      横浜立野高等学校は、事故・不祥事の発生をゼロにすることを目的として、次のとおり不祥事ゼロプログラムを定める。 １ 実施責任者   県立横浜立野高等学校における不祥事ゼロプログラムの実施責任者は校長とし、副校長・教頭がこれを補佐する。 ２ 目標及び行事計画 
    ① セクハラ、わいせつ行為 
        ア 目標 
            人権に配慮し、セクハラ・わいせつ行為を未然に防止する。 
        イ 行動計画 
            ⅰ 意識啓発資料を配付するとともに、研修用ビデオを視聴する。 
            ⅱ 職員間だけでなく生徒間においてもセクハラに対する意識付けを徹底し、学校全体としてセクハラ防止に努める。 
            ⅲ 携帯電話や電子メールの不適切使用をしない。       ⅳ 人権に関わる不適切な言動があれば、職員間相互で注意喚起する。 
    ② 個人情報保護・情報セキュリティ対策 
        ア 目標       個人情報の流出を未然に防止する。 イ 行動計画 
            ⅰ 私物パソコンやＵＳＢメモリなどの取扱いを職員に徹底する。 
            ⅱ 個人情報の管理について、各グループ内で検討や話合いを実施する。 
            ⅲ 月末日に｢個人情報点検の日｣として､各職員の机上や身辺の整理･点検を行う。   ③  体罰、不適切指導 
        ア 目標       生徒の人権を尊重し、体罰・不適切指導の発生を未然に防止する。 イ 行動計画 
            ⅰ 対話を重視した生活指導を行い、生徒が指導内容を理解するように努める。 
            ⅱ チェックリストの見直し等を通して、人権尊重の姿勢を再確認する。   ④ 業務執行体制 
        ア 目標       成績処理や調査書作成等での事故やミスが起こらないよう体制を整える。 イ 行動計画       ⅰ 定期試験実施における留意事項を徹底する。 
            ⅱ 欠課時数等の確認を、成績処理時より前に授業毎などでしっかり行う。         ⅲ 調査書作成の手順を全職員に周知徹底する。       ⅳ 調査書や生徒指導要録作成において、関係グループ間での確認や協議、報告を綿密に行う。 
    ⑤ 私費会計、現金管理        
        ア 目標       適正な私費の徴収・執行を行い、私費会計事故の発生を未然に防止する。     イ 行動計画 
            ⅰ 私費・部費・合宿費の適正な執行・管理を行い、事故や不正経理を防ぐ。 
            ⅱ 保護者に向けて明朗な会計報告を行う。 ３ 検証    １０月（第１回）と３月（第２回）頃を目処に検証を行う。行動計画について実施状況を確認し、未実施があった場合は補完措置を講ずる。３月の最終検証では、各目標達成についての自己評価を行い、その結果を次年度のゼロプログラム策定に向けて生かす。 ４ その他 毎月、事故防止全体会議（研修）を行い、意識啓発資料配付やチェック実施等を通して、年間のその時折に生じる課題や問題に対応できるようにする。 


